
遠軽町新庁舎建設基本計画（案）に係る意見募集の結果

番号 意見の内容 町の考え方

1

　遠軽町は、道の駅建設、それに絡めてスキー場のリニューアル、そして
メトロプラザと大きなものを建設し、費用もかなりのものと思う。
　ただ、実際に町の費用が出ていくもの、補助金で返ってくるもの、それ
が有ることによる波及効果はどうなのか？
　役場庁舎の建設の話であるが、現在の庁舎はかなりの年数が経っており
トイレは狭いエレベーターは無い、中は暗い、バリアフリーに対応してい
ない。
　町民にとっても職員にとっても優しくない建物になっていると思う。
　こういうものは、時期があり将来に先延ばしして良いのか、今、立てた
方が良いのかと言うことになる。当然、建物の寿命もある。
　離れたところに有る部署を同じ建物に入れて、仕事の効率化と燃料代な
どの維持管理費が安くなるようにする。
　私は、以上の事を考えて町の財政を確認してならば建設に大賛成であ
る。

　町では、これまで、道の駅や芸術文化交流プラザ「メトロプラザ」な
ど、町民の皆さんが利用する施設の整備を優先して行ってきましたが、現
庁舎は、耐震基準も満たしていないことから、災害時には災害対策本部と
しての機能が発揮できない恐れがあることから、有利な財源を模索してき
たところです。
　庁舎建設は、本来、自主財源で費用を賄うものですが、令和７年度まで
に完成することで、交付税措置のある起債を活用でき、将来的に健全な財
政シミュレーションの見通しも立ったことから、将来に負担を残すことと
ならないよう、新庁舎建設の検討が必要となったところです。

2

　老朽化やバリアフリーの観点、最も住民が訪れる住民票等の窓口周辺の
手狭さ等からもぜひ建て替えをしたほうがよいと思います。資材高騰の折
ではありますが、すぐには価格が下がらない可能性が高く、有利な補助事
業等を使えるのであれば今実行するのもやむをえないと思います。
　なお、建設の折には、内装等への地域材（町有林からの材を利用するた
め、事前にある程度材を伐採して用意しておいて、建設事業者へ材料支給
を行う等）の積極的な活用をお願いします。

　庁舎建設に当たり、内装等への地域材の活用につきましては、今後、基
本設計を行う中で検討したいと考えております。


